
SDGs教室で学んだ『牛乳』と『チョコ』の裏側にある支援【6年生】 

1月１５日、6年生を対象に行われた「明治食育セミナーSDGs 教室」では、私たちが毎日口にす

る食品の裏側にある、持続可能な取り組みについて学びました。 

・生乳生産の持続可能性： 日本の酪農を守るため、デジタル技術を活用した酪農経営の効率化や、 

環境負荷を減らすための牛舎の改善、後継者育成の支援など、「これか 

らもずっと美味しい牛乳が飲める仕組み」作りが進められています。 

・カカオ豆の持続的生産：普段何気なく食べているチョコレートが、遠く離れた西アフリカ 

（ガーナなど）の農家で作られていることを知ることで、「自分たちの   

暮らしは世界とつながっている」という実感をもつとともに消費者が 

選ぶことで、生産者の生活を守れることを学びます。さらに、カカ 

オの生産地では、栽培技術の指導だけでなく、井戸の建設や学用品の 

寄贈といった農家の方々の生活支援「メイジ・カカオ・サポート」を 

行い、森林を守りながら安定して生産を続ける取り組みが行われてい 

ます。 

日々の買い物でこうした背景を持つ製品を選ぶことが、子供たちの未来の食卓を守る一歩に繋

がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


